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再生可能エネルギー等に関する規制等の総点検タスクフォース

再生可能エネルギー電源

自然エネルギーなので...

：環境にやさしい

：純国産エネルギー

：低密度

容量の小さい発電システムが多数導入

配電線、低電圧送電線への連系
（コストをかけずに対応可能か？）

：出力変動
供給力としてどれだけあてにできるか

大量導入時の需給バランス
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FRT (Fault Ride Through)
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変電所#1 変電所#2

電圧（Ｖ） 電圧（Ｖ）

過電圧

電圧不足

107V

95 V

分散電源の導入のある配電線と

導入のない配電線の電圧の比較

配電線#1 配電線#2

導入のある配電線 導入のない配電線

電圧適正範囲
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再生可能エネルギー電源のダンスパートナーは誰か？

水力で調整可能なら良いが、火力に頼らざるを得ない？

火力の調整力を増加
火力の発電量を全体として増加
中間負荷運転→効率低下
→CO2排出
（原子力に頼らないとすればこれが現実的か）

蓄電池をパートナーに
蓄電池は高コスト

ならし効果（広く分布した太陽電池の出力変動が互いに打
ち消し合う効果）があればダンスパートナーは楽になる
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設備容量は大きくても発生できるエネルギーは少ない
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前日10:00�空容量�範囲内で
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原則、全て�連系線容

量をスポット市場に活用 
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出典：電力広域的運営推進機関：「地域間連系線利用ルールに関する検討会 平成28年度中間とりまとめ」, 2017年3月


